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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○まず，生活機能の強化のうち，救急艇の活用です。
○この取組は，本市が整備した救急艇「せとのあかり」を活用して，海上搬送ネットワークを構築し，島しょ部の救急患者等の搬送を行うものです。海洋部を含む，本圏域独特の取組と言えるものです。
○これにより，圏域の島しょ部（土庄町，小豆島町，直島町）における救急搬送体制の強化を目指しています。
○本救急艇は，人工呼吸器や吸引器など，救急車と同じ機器を備え，搬送中も船内で救命処置が行えます。
○本救急艇は，平成２３年１月に運行を開始して以来，１２月末までの１年間の出場件数は，救急・火災合計で，６３件（高松市４１件，土庄町６件，小豆島町１３件，直島町３件）です。
平成２３年度から定住自立圏の取組として，実施しておりますが，６３件のうち，２２件（下線部分）が，平成２３年４月から１２月末までの実績です。


	 イベント交流の促進事業

